
２　施設の役割

３　施設の概要

◇入園料・利用料等　　　（円） ◇利用時間（休館日）

金額

４　施設における実施事業

所管部局・課

設置年月日 　昭和54年11月1日

教育委員会　生涯学習課

県直営による公の施設の管理運営状況

施設の名称 群馬県立東毛青少年自然の家

所在地 太田市薮塚町3657

１　施設の設置根拠（法律、条例等）

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律、社会教育法、群馬県青少年自然の家の設置及び管理に
関する条例

(1) 設置目的
　青少年の心身ともに健全な育成に資するため

(2) 設置当初の状況
　豊かな自然の中での活動、また集団宿泊体験などを通じ、子どもたちの健全育成に寄与する施設とし
て、大きな役割を担ってきた。

(3) 施設を取り巻く現状
　県内小学校の集団宿泊活動を中心に、自然体験や生活文化体験等の様々な体験活動を提供してい
る。近年、県内市町村立の臨海学校の廃止が進む中、その受け皿としての役割も担っている。しかし、少
子化や学校の統廃合の影響もある。また、施設の老朽化も進んでおり、必要な改修や修繕など、計画的
に進めていく必要がある。

敷地面積（所有者） 　68,358平方メートル（太田市から無償借受）

主な施設（床面積、階数等)
　管理棟（2階建地下1階:1249.35㎡）、宿泊棟（1階建:1,018.79㎡）、
　プレイホール(385.24㎡）他

和室一泊につき
300円

～820円※冬期の燃
料費加算あり

建設費 　202,576千円

区分

研修室等利用時間：原則昼間9時～17時、夜間17時30分～22
時
休館日：原則月曜日及び12月27日から1月5日まで

室料
部屋毎、利用者区分による

（詳細は別紙）

終日利用の場合

300円
～1,430円

宿泊
施設毎、利用者区分による

（詳細は別紙）

(1)施設管理運営（安全・安心で効率的な施設設備の管理及び利用者の受入）
(2)親子体験活動（親子キャンプ、餅つき等）
(3)自然体験活動（利用団体指導者研修会、ピザづくり、焼まんじゅう等）
(4)宿泊自然体験活動（ぐんまキッズアドベンチャー：小学生等を対象とした長期宿泊型の自然体験）
(5)青少年ボランティア養成
(6)青少年ボランティア体験(高校生等を対象としたボランティアの受入れ）
(7)青少年自立支援：ぐんまいきいきチャレンジ（様々な要因により社会と上手く関われない青少年等を対
象とした体験活動事業）



５　管理運営コストの状況 （千円）

29年度（当初予算額） 28年度（決算額） 27年度（決算額） 26年度（決算額） 25年度（決算額）

4,238 4,869 5,044 4,852 5,287

使用料 2,410 2,671 2,960 2,767 3,245

雑入（行政財産使用に伴
う光熱水費収入）等 1,828 2,198 2,084 2,085 2,042

78,581 80,662 87,699 87,253 84,487

常勤職員 64,898 63,771 72,024 71,554 68,241

非常勤職員 1,971 1,900 1,825 1,780 2,342

管理･事業費 11,712 14,991 13,850 13,919 13,904

▲ 74,343 ▲ 75,793 ▲ 82,655 ▲ 82,401 ▲ 79,200

６　職員の状況（各年度4月1日現在） （人）

29年度 28年度 27年度 26年度 25年度

7 7 8 8 8

2 2 2 2 2

9 9 10 10 10

７　施設利用の状況

29年度※ 28年度 27年度 26年度 25年度

16,475 29,863 29,242 29,313 30,419

有料利用者数（人） 3,031 8,235 8,455 8,035 7,063

無料利用者数（人） 13,444 21,628 20,787 21,278 23,356

30,400 30,400 30,400 30,400 30,400

45.1 32.0 29.0 30.7 33

※　見込み数又は途中実績を記入　（Ｈ２９．７月末）

歳入・歳出の差額 (1)－(2)

区　　分

歳　入 (1)　

歳　出 （2）　

歳入・歳出の主な増減理由

　

常勤職員

臨時・非常勤職員

合　　計

　

区　　分

年間利用者総数（人）

施設稼働率（％）

稼働率対象施設（設備） 　宿泊室

利用者の主な増減理由
本所の利用者で一番多いのは東毛地区の林間学校である。今後児童数の減
少により利用者数の減少が予想される。

目標利用者数（人）



８　必要性及び管理運営方法の方向性

区
分

内容

■　県の施設としてこのまま存続　　　□　県の施設として事業規模等を縮小して存続
□　市町村に移管・譲渡　　　□　民営化・民間譲渡　　　□　廃止　　　□　その他

■　県直営　　　□　指定管理者制度導入　　　□　その他

・　平成21年度の公共施設のあり方検討委員会の答申において、「当該３施設は、本県における野
外体験活動や集団宿泊活動の主要施設として、数多くの小学校に利用されている。また、自主性や
社会性を培い、青少年の健全育成を図る上で大きな役割を果たしており、その設置目的は、今日に
おいても失われておらず、教育的効果も高い施設と考える。３施設のあり方としては、継続すべきで
ある。」とされた。
・　学習指導要領では、「自然の中での集団宿泊体験活動が重視」されており、一定期間（１週間程
度）の実施が望ましいとされている。
・　東毛地域（太田･伊勢崎･館林・東毛広域圏）の林間学校利用（小学生）は、一部（桐生、板倉）を除
いてほとんど当所で引き受けているので、東毛地域における施設の存在意義は大きい。
・　近年、臨海学校の廃止が相次いでいるとともに、太田市が管理していていた東毛林間学校の廃
止(2019年度末）が発表され、自然の中で集団宿泊体験活動を実施できる施設が少なくなっている。

□　見直しの検討が必要なものがある　　　■　当面見直しの必要はない

施
設
の
必
要
性

指
定
管
理
者
制
度

業
務
等
の
見
直
し

・　過去に管理を委任していた経緯を精査し、課題の特定並びに改善点等を明確にする必要があ
る。
・　制度導入は可能であるが、県内をはじめ他県等の指定管理者制度導入施設の状況を調査し、長
所・短所を確認する必要がある。
・　市町村、民間団体、ＮＰＯ問わず引き受け希望団体があれば、制度導入の可能性を検討する必
要があるが、現在のレベルを維持できる団体が存在するか疑問あり。

・　従前から全体的な業務見直しに積極的に取り組んできたところであり、これ以上の業務見直し等
は、現状の人員配置、予算状況から困難と考える。


